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子ども部会子ども部会子ども部会子ども部会の報告の報告の報告の報告    

（平成（平成（平成（平成 30303030 年年年年３３３３月～平成月～平成月～平成月～平成 30303030 年年年年６６６６月）月）月）月）    

 

１１１１    開催日開催日開催日開催日・内容・内容・内容・内容（毎月第（毎月第（毎月第（毎月第３３３３木曜日木曜日木曜日木曜日 9:309:309:309:30～）～）～）～）    

【平成【平成【平成【平成 29292929 年度】年度】年度】年度】    

回 開催日 内容 

第 11 回 ３月 15 日 ・児童発達支援センターを中心とした体制づくりに向けて、子ども部会と

して振り返り、求められているものをまとめる 

・今年度の活動の振り返り、来年度の取り組みについて 

・春日井こども学園 見学 

【平成【平成【平成【平成 30303030 年度】年度】年度】年度】    

回 開催日 内容 

第 1 回 ４月 19 日 ・自己紹介 

・再編に向けて、部会のあり方を検討する 

・教育に関することの困り事について 

第２回 ５月 17 日 ・交流会の実施に向けての検討 

・教育との連携に向けての検討 

第３回 ６月 21 日 ・交流会の振り返り 

・連絡会への引き継ぎ方法の検討 

・自立支援協議会報告書の確認 

 

２２２２    主な主な主な主な取り組み取り組み取り組み取り組み内容内容内容内容    

（１） 児童発達支援センターを中心とした春日井市の体制づくりについて 

 平成 27 年度から児童発達支援センターを中心とした体制づくりについて検討を重ねて

きました。他機関と意見交換を行いながら、春日井市としてのあり方を考えました。その

結果、部会としての取り組みは別紙の通りです。 

（２） 交流会について 

「事業所同士の顔の見える関係作り」を目的として、平成 30 年 5 月 29 日に実施しまし

た。32 事業所 52 名の方に参加していただき、今回はテーマごとに、それぞれのグループ

で話し合いをしました。アンケート結果からも「よかった」という声が多く、時間をしっ

かりとったことで他事業所と意見交換ができた様子でした。交流会自体のニーズはあるた

め、事業所の声を聞きながら今後も継続できるような仕組みづくりが必要だと感じていま

す。 

 

３３３３    部会の再編について部会の再編について部会の再編について部会の再編について    

これまで取り組んできた、「交流会」「春育ガイドブック」「春育フェア」については、障がい

児通所支援事業所等連絡会を立ち上げます。連絡会の関しては、5 月 29 日の交流会にて事業所に

案内をしており、中心となって動くメンバー（コアメンバー）にお願いし、自主的な連絡会に移

行していく予定です。この３つの取り組みについては、一定の成果が得られたので、子ども部会

（自立支援協議会）から切り離していきます。ただし、連絡会の運営方法等については、移行期

間を設け、バックアップを行います。 
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 障がい児支援に対する今後の取組みとしては、部会員の構成も見直し、教育との連携を図って

いく予定です。 

 

４４４４    平成平成平成平成 30303030 年度子ども部会年度子ども部会年度子ども部会年度子ども部会活動計画活動計画活動計画活動計画    （スケジュール）（スケジュール）（スケジュール）（スケジュール）    

 取り組み 

障がい児通所支援事業所等連絡会の移行に向けて 

４月  

５月 交流会の実施 

６月  

７月      説明会に向けて運営方法の検討 

８月  

９月 説明会の実施 

10 月  

11 月  

12 月  

１月  

２月  

３月  

    


